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SLSL--22 H25H25年年55月月

50cm

50cm 観察枠観察枠

作業船

潜水士

作業船

潜水士

施工後の経過年 調査年月日

施工前（夏季） H22年 7月26～28日

〃 （秋季） H22年10月13～15日

〃 （冬季） H23年 1月12～14日

〃 （春季） H23年 5月24～26日

SL-1捨石施工 2ヵ月後 H23年10月12日

〃 9ヵ月後 H24年 5月22日

〃 1年2ヵ月後

SL-2捨石施工 3ヵ月後

SL-3Coﾌﾞﾛｯｸ施工 2ヵ月後

H24年10月16～17日

SL-1捨石施工 1年9ヵ月後

SL-2捨石施工 10ヵ月後
H25年 5月23日

水面下での調査状況水面下での調査状況
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水面上での調査状況水面上での調査状況

33--1 1 調査実施状況調査実施状況

33--２２ 調査方法調査方法 ：ベルトトランセクト法を主体とする：ベルトトランセクト法を主体とする

測線の状況測線の状況

33 生物調査生物調査

ＳＬ－１は、ＳＬ－１は、石積護岸部が工事中であったことと、離岸距離石積護岸部が工事中であったことと、離岸距離
３０ｍ付近にシルトフェンスが設置されていたため、３０ｍ付近にシルトフェンスが設置されていたため、護岸周護岸周
辺（距離辺（距離00～～30m30m）の観察は、代替測線で実施。）の観察は、代替測線で実施。

SLSL--11 H25H25年年55月月
（代替測線）（代替測線）
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高潮帯・中潮帯・低潮帯の観察地点高潮帯・中潮帯・低潮帯の観察地点

低潮帯

中潮帯

高潮帯

●●：潮間帯の観察地点：潮間帯の観察地点

SLSL--11 潮間帯生物の状況潮間帯生物の状況

高潮帯では、イワフジツボ、シロスジフ高潮帯では、イワフジツボ、シロスジフ

ジツボなどを少数確認ジツボなどを少数確認高潮帯高潮帯
周辺周辺
高潮帯高潮帯
周辺周辺

中潮帯ではマガキ、イボニシ、イワフ中潮帯ではマガキ、イボニシ、イワフ

ジツボが優占ジツボが優占

中潮帯中潮帯
周辺周辺
中潮帯中潮帯
周辺周辺

17

マガキマガキ
（最高被度（最高被度5050％）％）

33--3 3 生物調査結果生物調査結果
※H25※H25年年55月の測線月の測線SLSL--11は、石積護岸部周辺が工事中であっは、石積護岸部周辺が工事中であっ
たため、護岸周辺（距離たため、護岸周辺（距離00～～30m30m）の観察は代替測線で実施。）の観察は代替測線で実施。

イワフジツボイワフジツボ
（最高被度（最高被度20%20%））
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低潮帯低潮帯
周辺周辺
低潮帯低潮帯
周辺周辺

低潮帯ではアオサ属、イボニシ、ム低潮帯ではアオサ属、イボニシ、ム

ラサキイガイが優占ラサキイガイが優占

石積のり先から沖合の砂泥域には、石積のり先から沖合の砂泥域には、

ホンビノスガイやアサリが分布ホンビノスガイやアサリが分布

のり先のり先
沖合沖合
のり先のり先
沖合沖合

確認された確認されたイボニシとイボニシと卵嚢卵嚢

SLSL--11 潮間帯生物の状況潮間帯生物の状況 ※H25※H25年年55月の測線月の測線SLSL--11は、石積護岸部周辺が工事中であっは、石積護岸部周辺が工事中であっ
たため、護岸周辺（距離たため、護岸周辺（距離00～～30m30m）の観察は代替測線で実施。）の観察は代替測線で実施。

SLSL--22 潮間帯生物の状況潮間帯生物の状況

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞなどを少数確認ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞなどを少数確認

高潮帯高潮帯
周辺周辺
高潮帯高潮帯
周辺周辺

中潮帯では、イボニシが優占。中潮帯では、イボニシが優占。

中潮帯中潮帯
周辺周辺
中潮帯中潮帯
周辺周辺

19

低潮帯ではアオサ属が優占。低潮帯ではアオサ属が優占。
ﾏｶﾞｷは中～低潮帯周辺で被度ﾏｶﾞｷは中～低潮帯周辺で被度5%5%未満で確認。未満で確認。

低潮帯低潮帯
周辺周辺
低潮帯低潮帯
周辺周辺

のり先のり先
沖合沖合
のり先のり先
沖合沖合

石積のり先から沖合の砂泥域には、石積のり先から沖合の砂泥域には、

ホンビノスガイやアサリが分布ホンビノスガイやアサリが分布
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H22.7 H22.10 H23.1 H23.5 H23.10 H24.5※ H24.10 H25.5※

夏季 秋季 冬季 春季 秋季 春季 秋季 春季

施工前 2ヵ月後 9ヵ月後 1年2ヵ月後 1年9ヵ月後

出
現

種
類

数

高潮帯 中潮帯 低潮帯

2ヵ月後 9ヵ月後 1年2ヵ月後 1年9ヵ月後

夏季 秋季 冬季 春季 秋季 春季 秋季 春季

H22.7 H22.10 H23.1 H23.5 H23.10 H24.5※ H24.10 H25.5※

護岸形状

高潮帯 3 4 2 3 3 2 3 4

中潮帯 5 5 2 3 2 4 4 5

低潮帯 1 0 2 3 6 6 4 3

捨石直立護岸

※ H24.5及びH25.5の測線SL-1は、工事により石積護岸部が改変していたため、代替測線（No.15及びNo.12）での調査結果を示す。

経過年

SL-1

測線
施工前

SL-1の確認種数は、捨石施工後1年9ヵ月の今回調査において、高潮帯4種、中潮帯5種、
低潮帯3種であり、施工前の同時期と比べて同程度かそれ以上となっている。 20

検証基準：
年間平均
3種以上

高潮帯 

低潮帯 

潮間帯 

捨 石 

中潮帯 

H.W.L.AP+2.10m

L.W.L.AP+0.00m

捨

石

施

工

種類数／0.25㎡

SLSL--11 潮間帯生物（動物）の潮間帯生物（動物）の確認種数確認種数
（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）

水温(℃) 31.7 23.3 8.9 21.0 22.7 19.6 20.7 22.3

DO(mg/L) 5.5 10.9 12.9 8.8 10.7 6.3 4.9 4.0
※水質は、護岸直近の表層の値（SL-1,SL-2の平均） 

水質
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H22.7 H22.10 H23.1 H23.5 H23.10 H24.5 H24.10 H25.5

夏季 秋季 冬季 春季 秋季 春季 秋季 春季

施工前 3ヵ月後 10ヵ月後

出
現

種
類

数

高潮帯 中潮帯 低潮帯

3ヵ月後 10ヵ月後

夏季 秋季 冬季 春季 秋季 春季 秋季 春季
H22.7 H22.10 H23.1 H23.5 H23.10 H24.5 H24.10 H25.5

護岸形状

高潮帯 3 4 1 6 6 3 1 1

中潮帯 3 4 2 3 5 7 3 4

低潮帯 4 5 4 5 4 5 5 2

直立護岸 捨石

測線

SL-2

経過年
施工前

SL-2は捨石施工後10ヵ月が経過した今回調査では、高潮帯1種、中潮帯4種、低潮帯2種
を確認した。
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検証基準：
年間平均
3種以上

捨

石

施

工

高潮帯 

低潮帯 

潮間帯 

捨 石 

中潮帯 

H.W.L.AP+2.10m

L.W.L.AP+0.00m

水温(℃) 31.7 23.3 8.9 21.0 22.7 19.6 20.7 22.3

DO(mg/L) 5.5 10.9 12.9 8.8 10.7 6.3 4.9 4.0
※水質は、護岸直近の表層の値（SL-1,SL-2の平均） 

水質

種類数／0.25㎡

SLSL--22 潮間帯生物（動物）の潮間帯生物（動物）の確認種数確認種数
（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）
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潮間帯生物（動物）の潮間帯生物（動物）の現存量（個体数、被度）現存量（個体数、被度）
（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）
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出現状況を
”被度”で表
す生物種

22

出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季※

H24.10
秋季

H25.5
春季※

タテジマイソギンチャク

タマキビ 160 840 20 1024 108

アラレタマキビ 144 40 100

イボニシ 12 12

カラマツガイ

フナムシ属

出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季

H24.10
秋季

H25.5
春季

タテジマイソギンチャク 4 4

タマキビ 8 128 392

アラレタマキビ 32 32 16 24 116

イボニシ 12 140 20

カラマツガイ 4

フナムシ属 4

SL－１ SL－２ 個体数／㎡

高潮帯高潮帯

出現状況を
”個体数”で表
す生物種（時期
は下グラフの横
軸に対応）

マガキ、
イワフジツボ、
シロスジフジツボ
を確認
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※H24.5とH25.5の測線SL-1は、工事により石積護岸部が改変していたため、代替測線(No.15及び
No.12)での調査結果を示す

調査時の調査時の
潮位潮位

調査時の潮位変化

高潮帯の観察範囲

調査時の潮位変化

高潮帯の観察範囲
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個体数／㎡
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出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季※

H24.10
秋季

H25.5
春季※

タテジマイソギンチャク 72 24 60 80 4

イソギンチャク目 4

タマキビ

アラレタマキビ 4

イボニシ 52 12 16 60

異尾下目（ヤドカリ類） 12 8

ケフサイソガニ

出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季

H24.10
秋季

H25.5
春季

タテジマイソギンチャク

イソギンチャク目 12

タマキビ 4 4

アラレタマキビ

イボニシ 8 36 24 44 24 32 76

異尾下目（ヤドカリ類） 4 12 20 20

ケフサイソガニ 4 4 8

個体数／㎡

マガキ、
イワフジツボ、
を確認

マガキ、
カンサイゴカイ科、
イワフジツボを確認
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改

修
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月
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調査時の調査時の
潮位潮位

中潮帯の観察範囲

中潮帯の観察範囲

潮間帯生物（動物）の潮間帯生物（動物）の現存量（個体数、被度）現存量（個体数、被度）
（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）

SL－１ SL－２

中潮帯中潮帯

※H24.5とH25.5の測線SL-1は、工事により石積護岸部が改変していたため、代替測線(No.15
及びNo.12)での調査結果を示す
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被
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ヒドロ虫綱 ホウキムシ科 ムラサキイガイ
マガキ カンザシゴカイ科 タテジマフジツボ
ヨーロッパフジツボ

個体数／㎡

出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季※

H24.10
秋季

H25.5
春季※

タテジマイソギンチャク 4 40 4

イソギンチャク目 8 16 16 8

イボニシ 16 8 128

異尾下目（ヤドカリ類） 4

ケフサイソガニ 4

出現種 H22.7
夏季

H22.10
秋季

H23.1
冬季

H23.5
春季

H23.10
秋季

H24.5
春季

H24.10
秋季

H25.5
春季

タテジマイソギンチャク 16

イソギンチャク目 4 4 12 4

イボニシ 4 4 4 84 24 100

異尾下目（ヤドカリ類） 4 4

ケフサイソガニ 8 4 4

イソガニ

個体数／㎡

ムラサキイガ
イ、マガキを
確認

マガキ、
カンザシゴカイ
科を確認

石

積

護

岸

へ

改

修

７
～
８
月
施
工

石

積

護

岸

へ

改

修

６
～
７
月
施
工

潮間帯生物（動物）の潮間帯生物（動物）の現存量（個体数、被度）現存量（個体数、被度）
（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）

SL－１ SL－２

低潮帯低潮帯

※H24.5とH25.5の測線SL-1は、工事により石積護岸部が改変していたため、代替測線(No.15
及びNo.12)での調査結果を示す
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調査時の調査時の
潮位潮位

低潮帯の観察範囲
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調査時の潮位変化 調査時の潮位変化

低潮帯の観察範囲
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高潮帯は、施工前、施工後とも高潮帯は、施工前、施工後とも
潮間帯植物はみられない。潮間帯植物はみられない。

石
積
護
岸
へ
改
修
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石
積
護
岸
へ
改
修

高潮帯高潮帯

中潮帯中潮帯

低潮帯低潮帯

アオサ属の
一種を確認

アオサ属の
一種を確認

珪藻綱を
確認

石
積
護
岸
へ
改
修

珪藻綱を
確認

珪藻綱を
確認

潮間帯生物（植物）の潮間帯生物（植物）の現存量（被度）現存量（被度） （ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）（ﾍﾞﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法による調査結果）

SL－１ SL－２

※H24.5とH25.5の測線SL-1は、工事により石積護岸部が改変していたため、代替測線(No.15
及びNo.12)での調査結果を示す

石
積
護
岸
へ
改
修

石
積
護
岸
へ
改
修

※ ※

※ ※

※ ※


